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1．はじめに 

横浜湘南道路事業は、圏央道の一部を成す藤沢市と横

浜市戸塚区を結ぶ約7.5kmの自動車専用道路であり、今

回対象工事の横浜湘南道路立坑設置工事は、藤沢市大鋸

地先においてシールドトンネル区間の発進立坑を、二重

スラブ式のニューマチックケーソン工法（New DREAM 工

法）で建設するものである。本ケーソンは、38.5m×23.8m、

高さ41.85mの矩形で、最大理論作業気圧は0.425MPaで

あり、高気圧下作業を削減するため二重スラブ式のニュ

ーマチックケーソン工法を採用した。この工法は、ケー

ソン躯体底部の一部を二重スラブとし、二重スラブ内の

大気圧下でケーソン掘削機の日常点検・修理・組立・解

体を行う掘削機メンテナンスシステムを有する。これに

より、高気圧下作業を従来の無人化ニューマチックケー

ソン工法より大きく削減した。 

２．掘削対象地盤の地質 

掘削対象地盤は、掘削表層から順に盛土層、腐植土層、

軟弱シルト層、礫混じりシルト層および礫層、泥岩層、

砂質土層であり、泥岩層の一軸圧縮強度は最大7MPa程度

である。また、地下水位はGL-1.75m(TP+8.77m)と高い位

置にある。図-1に土質柱状と各層の分布高さ、N値を示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．掘削機メンテナンスシステムの概要 

 掘削機メンテナンスシステムは、ケーソン掘削機を高

気圧下の作業室から、二重スラブ内のメンテナンスロッ

クに遠隔操作で回収し、大気圧に減圧したロックで掘削

機の日常点検を行なった後、再び作業室に復帰させる一

連のシステムであり、New DREAM 工法における最も特長

的な技術である。図-2にNew DREAM工法全体のイメージ、

図-3に本工事における二重スラブ内のシステム配置、図

-4に掘削機回収および点検作業の手順を示す。 

 本ケーソンにおいては、ケーソン掘削機 6 台に対し 2

セットの掘削機メンテナンスシステムを設置し、1 箇所

あたり3台の日常点検を行なった。  

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2  New DREAM 工法のイメージ 

図－3  二重スラブ内のシステム配置 図－1 土質柱状図と各層の分布高さ、N 値 
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４．掘削機メンテナンスシステムの稼動状況および効果 

掘削機メンテナンンスシステムは、ケーソン函内掘削

機の日常点検に加え、掘削機故障発生の際も有効に機能

した。特に、泥岩層は一軸圧縮強度が最大 7MPa 程度あ

り、掘削機の故障発生頻度が高くなったため、メンテン

ナンスシステムをフル稼働させ修理を行なった。メンテ

ナンスロックには、移動式作業架台、揚重装置を設置し

ているため作業性に優れ、函内の作業気圧の影響を受け

ずに大気圧環境下で修理作業を行い、迅速に掘削機の函

内復帰を図った。また従来の無人化ニューマチックケー

ソン工法において掘削機が故障した場合、故障した掘削

機が障害となって掘削作業全体の能率低下に波及するが、

本工事では、故障した掘削機はメンテナンスロックに回

収されるため、掘削作業の効率低下は最小限であった。

メンテナンスシステムを使用した日常点検、故障修理の

頻度は、掘削機 1 台当たり 1 回/週程度である。図-5 に掘

削機の日常点検・修理作業とメンテンナスロックの加減

圧のサイクル、写真-1 左に掘削機回収状況、右に点検状

況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．掘削機メンテナンスシステムの課題と方策 

 今回の工事においては、掘削機メンテナンスシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

の採用により工事工程を確保しながら施工したが、今後 

さらに有効なシステムとして汎用性を高めていくために、

以下の改善が望まれる。 

（1）メンテナンスロックの加減圧時間および掘削機回収 

・復帰時間の短縮等により、掘削機点検・修理作業全

体の時間短縮を図る。 

（2）掘削機の小型化、回収・復帰時の掘削機の姿勢等を

再検討し、メンテナンスロックおよびスライドハッチ

の小型化を図る。 

（3）メンテナンスロック部材断面の薄肉化および構造体

を検討し、構築および撤去の簡素化を図る。 

６．おわりに 

 本稿では、掘削機メンテナンスシステムを用いた掘削

機の点検・修理作業について述べたが、掘削機の組立・    

解体作業についても大気圧下で作業を行ない、高気圧下

作業の時間的制約を受けなかったため、通常の半分以下

の方数で完了した。さらに、同システムを利用した遠隔

操作地耐力試験装置を併せて採用しており、この結果、

従来の無人化ニューマチックケーソン工法に対し高気圧

下作業を大きく削減した。 

今後、New DREAM 工法は、前述のような改善を行い工

法の完成度を高めることにより、高度利用された地上空

間に代わり大深度地下空間の、有効利用の道を切り拓い

ていくことと期待する。 

図－5  掘削機日常点検・修理作業とメンテナン

スロック内の加減圧のサイクル 
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写真-1  掘削機回収・点検状況 

図－4  掘削機回収および点検作業の手順 
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